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平成31年 1 月号 もくじ

　写真は棚橋保育所で行われた交流会の様子です。
10月のいも掘り体験でお世話になった皆さんを招
き、収穫したサツマイモを使った豚汁を一緒に味わ
いました。
　今月の特集では、地域で子育てをサポートする皆
さんを紹介します。
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清
流
と
緑
と
笑
顔
が
か
が
や
く
ま
ち
づ
く
り

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
は
町
議
会
活
動
に
対

し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
格
別

の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
等
、
大
規
模
な
災
害
に
よ
り
日
本

の
広
い
範
囲
に
甚
大
な
被
害
が
及
び

ま
し
た
。
改
め
て
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
る
と
と
も
に
、
町
議
会
と
し
ま
し

て
も
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
大
災
害
に
備
え
る
べ
く
「
度
会

町
議
会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
」

「
度
会
町
議
会
災
害
時
等
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
議
員
の
意

思
統
一
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
町
制
50
周
年
と
い
う
節
目
の

年
に
、
町
内
の
小
中
学
生
が
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
全
国
大
会
な
ど
で
好
成
績

を
収
め
日
本
全
国
に
「
度
会
町
」
の

名
前
を
轟
か
せ
、
町
に
明
る
い
話
題

を
持
ち
帰
り
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

り
が
私
た
ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
本
年
は
約
30
年
続
い
た
「
平
成
」

が
終
わ
り
を
迎
え
、
新
し
い
時
代
が

幕
を
開
け
ま
す
。
近
年
の
地
方
分
権

の
進
展
に
よ
り
町
の
役
割
と
責
務
は

よ
り
一
層
重
要
性
を
増
し
、
わ
が
町

が
抱
え
る
若
年
人
口
の
減
少
に
よ
る

農
林
業
の
後
継
者
問
題
、
福
祉
・
教

育
の
充
実
な
ど
の
山
積
す
る
課
題
に

対
し
て
現
場
の
意
見
を
聴
き
、
真
摯

な
議
論
を
重
ね
、
町
民
の
皆
様
と
共

に
新
し
い
時
代
を
歩
ん
で
ま
い
り
た

い
所
存
で
す
。

　
結
び
に
、
当
議
会
の
現
職
議
員
は

７
月
10
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
を
迎

え
ま
す
。

　
こ
の
４
年
間
、
町
民
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
微
力
な
が
ら
町
づ
く
り
に
参
画
で

き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
議
員
一
同

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
幸
せ
で
実
り
多
く
、
大
い
な
る

飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
と
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
制
施
行
50
周
年
を
迎

え
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
町
民
の
皆
様

方
に
は
ご
協
力
と
ご
理
解
な
ら
び
に
ご
支

援
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
当
町
が
よ
り
住
み
よ
い
心
豊
か

な
町
へ
と
充
実
し
、
「
清
流
と
緑
と
笑
顔

が
か
が
や
く
ま
ち
」
と
し
て
発
展
し
て
い

き
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
ご
協
力
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
異
常
気
象
や
天
変
地
異
が
重
な

り
ま
し
た
。
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

西
日
本
豪
雨
、
大
阪
府
北
部
地
震
、
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
、
熱
中
症
の
多
発
し
た

記
録
的
猛
暑
、
大
型
の
台
風
21
号
・
24
号

の
上
陸
な
ど
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
当
町
に
お
い
て

は
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
数
日
間
の
大

規
模
停
電
や
携
帯
電
話
の
不
通
な
ど
に
み

ま
わ
れ
た
地
区
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
き

な
被
害
は
少
な
く
、
何
と
か
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
大
地
震

を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
は
予
想
が
難

し
く
、
今
後
も
注
意
が
必
要
で
す
。
町
民

の
皆
様
方
や
町
議
会
議
員
の
皆
様
と
と
も

に
、
防
災
意
識
の
向
上
や
準
備
の
充
実
に

取
り
組
み
、
万
全
の
態
勢
で
災
害
に
備
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
両
方
で
の
活
躍
が
光
る
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
度
会
中
学
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
全
国
大
会
準
優
勝
、

小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
度
会

イ
ー
グ
ル
ス
の
中
日
本
大
会
初
出
場
・
初

優
勝
は
歴
史
的
快
挙
で
す
。
他
に
も
、
県

内
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
で
「
わ
た
ら
い
」

の
名
を
轟
か
せ
て
く
れ
、
感
動
と
感
謝
の

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
今
年
も
、
全
て
の

町
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う

な
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
い
て
は
、

森
林
の
保
全
と
開
発
の
バ
ラ
ン
ス
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
、
民
活
導
入
に
よ
る
風
力

発
電
事
業
が
進
み
、
税
収
入
の
財
源
確
保

へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大

規
模
な
太
陽
光
発
電
事
業
は
色
々
な
課
題

を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
ほ
ぼ
順
調
に
進
行
し

て
お
り
、
地
元
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
促

進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
４
月
に
統
一
地
方
選
挙
、
夏
に

参
議
院
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
当

町
で
も
６
月
に
は
町
長
、
町
議
会
議
員
の

同
時
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
私
自
身
も
３

期
目
の
任
期
満
了
を
迎
え
、
６
月
を
一
区

切
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
町
民
の
皆

様
方
や
町
議
会
議
員
の
皆
様
方
と
と
も

に
、
当
町
が
少
し
で
も
よ
り
住
み
よ
い
安

全
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と
な
る
よ
う
、

一
歩
一
歩
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
ま
い
る

所
存
で
す
。
継
続
し
て
、
農
林
業
振
興
、

も
の
づ
く
り
産
業
を
中
心
と
し
た
地
場
産

業
の
振
興
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者
へ
の

対
応
、
旧
美
化
セ
ン
タ
ー
廃
炉
施
設
の
整

備
事
業
へ
の
取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
民
活
導
入

に
よ
る
事
業
推
進
、
生
活
関
連
の
各
種
施

設
な
ど
の
環
境
整
備
の
継
続
な
ど
と
い
っ

た
町
の
諸
課
題
に
全
力
を
注
い
で
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様

方
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
新
春

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
歩
一
歩
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、

　
　
　
　

よ
り
住
み
よ
い
心
豊
か
な
町
に

度
会
町
長　

中
村 

順
一

町
民
の
皆
様
と
共
に

　
　
　
　

新
し
い
時
代
を

度
会
町
議
会
議
長　

八
木 

淳

副議長 濱岡 裕之
議長 八木 淳

議員 若宮 淳也議員 西井 仁司

議員 溝口 周生

議員 岡村 広彦

議員 舟瀬 勝

議員 登 喜三雄 議員 牧 幸作

議員 木本 タヱ子

議員 福井 秀治

迎 春
本紙をもって、新年のご挨拶に代えさせていただきます。
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子
ど
も
時
代
は
、
知
性
と
感
性
が

育
つ
大
切
な
時
期
。
中
で
も
、
絵
本

は
言
葉
と
心
が
育
つ
栄
養
と
な
り
ま

す
。

　
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
『
か
ぼ
ち
ゃ

の
た
ね
』
は
、
各
保
育
所
や
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
読
み
聞
か
せ

を
行
い
、
子
ど
も
の
読
書
推
進
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
「
絵
本
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し

て
い
る
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
生
き

生
き
と
し
た
表
情
が
好
き
」
と
話

す
、
会
長
の
福
井
貴
子
さ
ん
。「
季

節
や
年
齢
な
ど
を
考
え
、
対
象
に
合

わ
せ
て
本
を
選
び
、
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
読
む
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
」
と
話
し
、
本
を
介
し
て
子
ど
も

と
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。「
私
た
ち
の
活

動
を
通
じ
、
多
く
の
人
に
絵
本
や
本

の
世
界
で
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
」

【問合先】 役場住民生活課　　  ☎62-2413
　　　　 町教育委員会事務局  ☎62-2422

　子どもはいつの時代でも明日への希望。度会
町では、地域の皆さんが子どもたちを見守り、
育てるための多様な活動に積極的に取り組んで
おり、家庭・地域・行政で繋がりながら
子育てを行うことが根付いています。
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町
内
で
は
、
い
も
掘
り
や
米
作
り
、

収
穫
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

が
農
業
体
験
の
場
を
子
ど
も
た
ち
に

提
供
し
、
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら

食
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
棚
橋
で
活
動
し
て
い

る
の
が
山
本
充
祇
さ
ん
た
ち
の
グ

ル
ー
プ
。
保
育
所
の
い
も
掘
り
体
験

や
小
学
生
の
米
作
り
な
ど
、
20
年

以
上
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
「
ど
ん
な
や
り
方
な
ら
子
ど
も
た

ち
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
」
と
山
本
さ
ん
。
勤
め
て
い
た
会

社
の
メ
ン
バ
ー
と
老
人
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
活
動
に
参
加
し
、
地
域
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
た
こ

と
が
原
点
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
か

ら
、
お
礼
の
手
紙
や
作
文
を
も
ら
っ

た
り
、
こ
の
活
動
で
関
わ
っ
た
た
く

さ
ん
の
人
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
た

り
す
る
の
が
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
に
つ
い
て
、「
い
つ

ま
で
も
頑
張
る
気
持
ち
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
年
齢
を
考
え
る
と
限
界
も

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
に
加
わ

る
人
が
増
え
、
地
域
学
習
の
機
会
を

引
き
継
い
で
い
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

町
の
自
然
に
触
れ
食
を
学
ぶ

農
業
者
の
皆
さ
ん

子
ど
も
た
ち
に
絵
本
を

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル

か
ぼ
ち
ゃ
の
た
ね

　表紙でも登場した山本充祇さんが稲刈りを小学生
に教える様子。昔ながらの手刈りを体験し、農業の
大変さを肌で感じます。

＃読み聞かせボランティア

　
町
の
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員

（
教
育
支
援
員
）と
し
て
、
通
学
時

の
指
導
を
行
う
皆
さ
ん
。
そ
の
う

ち
、
中
村
嘉
一
さ
ん
は
町
交
通
安
全

協
会
の
会
長
も
務
め
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
町
の
交
通
安
全
の

た
め
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
「
自
分
の
言
っ
た
こ
と
・
し
た
こ

と
で
相
手
が
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る

か
を
考
え
て
行
動
す
る
よ
う
指
導
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
中

村
さ
ん
。
思
い
や
り
は
、
交
通
マ

ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
た
ち
皆

が
楽
し
く
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の

基
礎
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
相
手
へ
の
思
い
や
り
は
あ
い
さ

つ
か
ら
。
私
も
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
を

返
す
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
事
故

の
な
い
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
」

け
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
町
で
子
育
て
が
で
き
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

活
動
が
私
た
ち
の
目
標
で
す
。
子
ど

も
と
家
族
両
方
に
寄
り
添
っ
て
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
地
域
全
体
で
の
子
育
て

を
支
援
す
る
た
め
、
町
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
や
町
保
健
セ
ン
タ
ー
が
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
、

『
わ
た
ら
い
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
』。
保
護
者
へ
の
講
座
や
説

明
な
ど
の
間
の
託
児
、
セ
ン
タ
ー
事

業
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
幅
広
い
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
子
育
て
が
落
ち
着
き
、

何
か
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
と
思
っ
た
時
に
こ
の
会
を
知
っ
た

の
が
活
動
の
き
っ
か
け
」
と
話
す
会

長
の
大
野
直
美
さ
ん
。
子
育
て
の
先

輩
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
子
ど

も
た
ち
を
預
か
る
だ
け
で
な
く
、
お

母
さ
ん
た
ち
に
積
極
的
に
話
し
か

　今月号13ページで子育てボラ
ンティア養成講座を掲載していま
す。今回掲載したグループに限
らず、子育てを町全体で応援して
いく文化を受け継いでいくため、
仲間が新しく加わっていくことを
強く望んでいます。
　『度会子育て部』への皆さんの
参加をお待ちしています。

　町内保育所で行われたおはなし
サークル『かぼちゃのたね』による
読み聞かせの様子。普通の絵本だ
けでなく、飛び出す絵本や紙芝居
なども使い、園児たちからは大歓
声が上がりました。

＃見守り活動

＃いいね！度会町

今
日
も
笑
顔
で「
お
は
よ
う
」と「
お
帰
り
」

子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員「

こ
の
町
で
子
育
て
が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う
に

わ
た
ら
い
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

＃最高の笑顔

＃子ども好きな人と繋がりたい
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今回の健康メニューレシピを、
クックパッドで公開しています！

　園児たちに交通ルールを学んでもらおうと、交通安全教室が11月8日
に棚橋保育所で、12日に長原保育所で開催されました。
　当日は伊勢警察署交通課の警察官を講
師に招き、横断歩道や信号でどんなこと
に気を配るべきかを教わりました。
　また、実際に園児たちが自転車を運転
し、横に立った保護者とともに運転時の
マナーや注意点を確認しました。
　両日とも、子どもたちは講師が質問す
ると元気よく答え、楽しみながら交通
ルールを学んでいました。

　11月22日、平成30年度ことぶき学園の第4回講座が、
午前に中之郷改善センターで、午後に町中央公民館で開
催されました。
　『ことぶき学園』は、高齢者の皆さんに楽しみと生きがいの
ある生活を求めていただく場として、毎年町教育委員会が開
設しており、さまざまな内容の講座を楽しむことができます。
　この日は、みえ出前トークを活用して県保健環境研究所職員 
森康則さんを講師に招き、『三重の温泉について』をテーマに
講座が行われ、84人が参加。三重県の温泉や効能、安全な入
浴法などについて話し、参加者は熱心に耳を傾けていました。

温泉の効能や入浴法を学ぶ  ことぶき学園講座11/22

　11月11日、大分県宇佐市で開催された『全国子供
大正琴コンクール』において、アンサンブル部門A（平均
年齢12歳以下）に出場した小中学生グループ『ラブ&
ハープ』が金賞を受賞しました。
　6人のメンバーは映像による予選後、本選で『ロシア
より愛をこめて』を演奏し、惜しくも最高賞の文部科学
大臣賞を逃したものの、2位で金賞に輝きました。
　12月5日には役場町長室を訪れ、町長に受賞を報告し、
演奏を披露しました。メンバーは、「練習ではうまく弾
けていたのに、会場では緊張してしまった」と悔しさ
を語り、来年のコンクールでの雪辱を誓いました。

大正琴全国コンクールで金賞
ラブ＆ハープ

11/11

楽しみながら交通ルールを学ぶ
保育所交通安全教室

11/8
・12

　南伊勢高校度会校舎家庭部の生徒が、町の特産品『度会
茶』を使ったスイーツのメニューを開発しました。
　この取り組みは、役場産業振興課と高校生が協力し、お茶
を使って地域の活性化につなげるために企画されました。
　生徒たちは「簡単にできて、何度も作ってみようと思える
ような手軽でおいしいお菓子」をコンセプトに試行錯誤を
繰り返し、7品のレシピを作成。11月30日、同校でメニュー
を発表し、新聞でも取り組みが紹介されました。
　部長の世古口愛菜さんは「小さなきっかけから始まって、
こうして色々な人に知ってもらえて嬉しいです。このメ
ニューを通じてもっとお茶のおいしさを知ってもらいたい
と思います」と話してくれました。

度会茶でスイーツ開発
南伊勢高校度会校舎生徒が考案

　11月18日、『宮リバーWATARAIウォーキング』を宮リ
バー度会パークで開催しました。
　このイベントは、健康づくりに取り組むきっかけにして
もらうため、伊勢地区医師会の助成を受け、町老人クラブ
連合会ウォーキンググループの協力のもと町が主催。40歳
以上の男女30人が参加しました。
　当日は理学療法士 山本剛生さんの指導により、正しい
歩き方を学んだ後、公園内へ出発。穏やかな天気の中、お
しゃべりを楽しみながらウォーキングを行いました。
　終了後は、バザールわたらい内『わたらい味処 松味』に
移動し、町管理栄養士と松味の松本龍司さんが考案した

健康メニューを楽しみました。
　参加者の皆さんは、「歩き方の話がと
ても参考になった。天気も良く楽しかっ
たので、また開催してほしい」と話して
くれました。

楽しみながら体を動かす１日
介護予防ウォーキング

11/18

　町茶業組合主催の次世代緑茶愛飲推進事業『子どもたちに伊勢茶を飲ん
でもらおう会』が、12月7日に小中学校で開催されました。
　ペットボトルのお茶が普及する中、子どもたちに急須で入れたお茶の
おいしさを認識してもらい、地産地消を推進しよう
という取り組みで、今年で10年目を迎えます。
　中学校では、講師の説明を受けた後、かぶせ茶と
ほうじ茶の2種類を自分たちの手で入れ、味や香り
の違いを確かめました。
　家に急須はあっても、自分で入れることはあまり
無い生徒たち。茶葉を入れすぎたり時間を間違えた
りと失敗も多くありましたが、楽しそうにお茶を入れており、急須で入れ
る昔ながらのお茶に興味を持った様子でした。

急須で入れたお茶を楽しむ
『子どもたちに伊勢茶を飲んでもらおう会』

12/7

11/30

  コンクール出場者	 坂谷 優良さん（度会中２年）　横矢 音羽さん（度会中２年）　奥野 日菜さん（度会中１年）　
	 奥野 千菜さん（度会中１年）　中嶋 琉那さん（度会中１年）　中村 奈琉さん（度会小５年）

レシピを、クック
パッドで公開し
ています！
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Vol.69

度会スクールインフォメーション
町教育委員会事務局  ☎62-2422
度会小学校  ☎62-0004
度会中学校  ☎62-0194

問
合
先

届け♪子どもたちの歌声 ～2学期の交流会から～

度会中学校

　11月4日。今年度も、度会中学校吹奏楽部が町民文化祭芸能
発表会のオープニングを飾りました。春まつりや福祉ふれあい
まつりなど、町で開催されるイベントに出演している吹奏楽部
は、ジャズの定番曲やアニメのテーマ曲、昭和の流行歌から最
新ヒット曲まで数多いレパートリーの中から、その日の客層に
合わせて選曲し、披露する日まで練習を重ねています。
　この日は、1年生部員のダンスも好評な『ヤングマン』、
ソロパートが魅力の『女流演歌歌手メドレー』など4曲をセレ
クト。演奏後に司会者から、今年度の全日本吹奏楽コンクール三重県大会で、目標としていた金賞を受賞し
たことが紹介されると、観客の皆さんから祝福の拍手をいただき、部員にも笑顔が広がりました。

響け♪吹奏楽部のメロディ

度会小学校

　お手玉やすごろくなど、懐かしい遊びを、お年寄りの皆
さんに教えてもらいながら楽しみました。会の終わりに子
どもたちが『ふるさと』や『富士山』を合唱すると、一緒
に口ずさんでいる人や笑顔で見守る人、目を閉じて聴き入
る人など、皆さんの柔らかな表情に、長年歌い継がれてい
る曲の持つ力を感じたようでした。

社会福祉協議会の利用者との交流会６年生

　手作りのゲームは、障がいによってルールを変えることができる
ように知恵を出し合った自信作ばかり。一生懸命挑戦してくれる
特別支援学校の友達の姿に、応援にも力が入りました。会の締め
くくりは、手話付きで歌えるように練習してきた『ともだちになる
ために』という曲。合唱がはじまると特別支援学校の友達も、声を
出したり身体を揺らしたり、歌声を全身で楽しんでくれている様
子でした。練習の成果を発揮できた子どもたちは、「いい歌がプレ
ゼントできたかな」と少し誇らしげでした。

度会特別支援学校の友達と、2度の交流会４年生

教育委員再任　 任期満了に伴い、12月26日付けで福岡昌子さん（和井野）が再任されました。

　11月１７日、宮リバー度会パークを会場に、『南三重 したみ
ち よりみち バイク旅 FESTIVAL2018』が開催されました。
　このイベントは、県や三重県南部地域8市町で構成する実
行委員会が、ライダーのコミュニケーションと南三重の魅力
を知ってもらい、バイクによる観光を促進しよう
と開催したもので、今年で3年目。当日は全国
から約3,500人が来場し、バイク、パーツ、
グッズなどの展示ブースや地元グルメブー
スは訪れたライダーでにぎわいました。
　ステージでは鏡太鼓の演奏、 豪華景品
をかけたじゃんけん大会、 餅まきなどの他、
RIDERSCLUBのボス根本さん、CLUBHARLEYイメージ
キャラクターの鈴菜さんらをゲストにトークショーを行い、各
市町の見どころや名物など南三重の魅力をライダーの皆さ
んに紹介しました。

南三重の魅力をライダーに紹介
『バイク旅フェスティバル』開催

　11月5日、13日、21日の3日間、ボランティアグループ『つくしの会』のメン
バーが町内の各保育所を訪問し、園児たちとの交流会が開催されました。
　交流会では、紙芝居や手品などさまざまな出し物がつくしの会の皆さんから
披露されるとともに、園児たちが練習を
重ねてきた歌や演奏、踊りなどを発表
し、お互いに大きな拍手を贈り合いまし
た。また、手遊びなど両方が参加して行
うプログラムでは、園児たちは笑顔でメ
ンバーの手を引っ張って輪の中に入り、
交流を全力で楽しんでいました。

保育所と地域の交流
ボランティアグループ『つくしの会』との交流会

11/17

　11月11日、22日の2日間、小学生と保護者を対象に、
親子料理教室が町保健センターで開催されました。
　この取り組みは、町食生活改善推進協議会が食育の推進
を目的に開催し、各回とも約40人の親子が参加。町食生活
改善推進員の協力のもと、焼き春巻き、豚肉と小松菜の混
ぜご飯などのメニューを親子で楽しく調理しました。
　子どもたちは、慣れない手つきで包丁や菜箸を使っていま
したが、苦労しただけに喜
びもひとしお。満足顔でほお
ばり、食と調理に関心を持
つ良い機会となりました。

親子で調理を楽しむ
親子料理教室

11/11
・22

レシピを、クック
パッドで公開して
います！

11/５
・13・21
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平成31年度採用予定の職員を募集します

度会広域連合職員  採 用 試 験

○��

環
境
整
備
事
業
補
助
金

に
つ
い
て

○
町
長
の
今
後
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
12
月
補
正
予
算

●
一
般
会
計

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

１
１
０
，４
５
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
４
，０
０
２
，６
４
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

■
主
な
内
容
■

総
務
関
係

・�

改
元
に
伴
う
住
民
情
報
系
シ
ス

テ
ム
改
修

衛
生
関
係

・�

注
連
指
浄
水
場
自
家
用
発
電
設

備
設
置

土
木
関
係

・�

県
営
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

負
担
金
（
川
上
、
長
原
、
棚

橋
）

防
災
関
係

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助

●
特
別
会
計

◎�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

　

２
３
，９
２
３
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
８
７
７
，７
４
５
千
円
と

し
ま
し
た
。

◎�

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
４
４
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
９
９
８
千
円

と
し
ま
し
た
。

◎�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

１
４
，６
５
０
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
１
，０
０
４
，６
０
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

◎�

郡
指
導
主
事
共
同
設
置
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

３
３
９
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
２
１
，６
３
４
千
円
と
し
ま
し

た
。

◎�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

　

３
，７
７
７
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
２
０
４
，１
２
７
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎�

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

　
収
益
的
支
出
に
お
い
て
２
，６
９

０
千
円
を
追
加
し
、
３
２
５
，５
０

１
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
資

本
的
支
出
に
お
い
て
１
６
，５
０
０

千
円
を
追
加
し
、
１
１
４
，８
９
５

千
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
他
可
決
・
同
意
さ
れ
た

議
案

◎�

度
会
町
選
挙
公
報
の
発
行
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
町
議
会
議
員
選
挙
及
び
町
長
選

挙
に
係
る
選
挙
公
報
を
発
行
し
、

有
権
者
が
各
候
補
者
の
氏
名
、
経

歴
、
政
見
な
ど
に
つ
い
て
知
る
機

会
を
拡
充
す
る
た
め
、
新
た
に
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
『
度
会
町
個
人
情
報
・
情
報
公

開
審
査
会
』
の
安
定
運
営
や
関
係

機
関
と
の
調
整
な
ど
に
係
る
事
務

軽
減
を
図
る
た
め
、
委
員
の
任
期

を
３
年
に
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
や
耐

震
化
に
計
画
的
に
取
り
組
み
、
引

き
続
き
安
心
安
全
な
水
を
安
定
的

に
供
給
す
る
た
め
、
水
道
料
金
を

改
定
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
『
地
方
税
法
』
な
ど
の
一
部
改

正
な
ど
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
の
特
例
割
合
を
定
め
る

た
め
、
関
連
す
る
当
該
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

町
長
等
の
給
料
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
『
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す

る
勧
告
』に
準
じ
て『
度
会
町
職

員
給
与
条
例
』
の
改
正
を
行
う
こ

と
に
伴
い
、
町
長
な
ど
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
の
改
正
を
行
う

た
め
、
関
連
す
る
当
該
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�
度
会
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
『
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す

る
勧
告
』
に
よ
り
、
民
間
給
与
と

の
格
差
な
ど
に
基
づ
く
給
与
改
正

が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
職
員
の
給

与
な
ど
支
給
に
関
す
る
現
状
を
勘

案
し
、
関
連
す
る
当
該
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎�

度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
に
福

岡
昌
子
さ
ん
（
和
井
野
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

第４回度会町議会定例会

■
議
員
提
出
議
案

◎�

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
『
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す

る
勧
告
』に
準
じ
て『
度
会
町
職

員
給
与
条
例
』
の
改
正
を
行
う

こ
と
に
伴
い
、
議
員
の
期
末
手

当
の
支
給
割
合
の
改
正
を
行
う

た
め
、
関
連
す
る
当
該
条
例
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
決
議

◎�

議
案
第
64
号
度
会
町
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
に
関
す
る
決
議

　
当
該
条
例
に
つ
い
て
、
給
水
人

口
の
減
少
推
移
と
水
道
事
業
の
経

営
見
直
し
、
浄
水
場
及
び
配
水
池

の
耐
震
補
強
並
び
に
配
水
老
朽
管

更
新
工
事
、
水
道
法
改
正
後
の
備

え
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る

よ
う
決
議
し
ま
し
た
。

一
般
質
問

●受験申込受付期間
　平成31年1月7日（月）～18日（金）
※平日午前9時～午後5時
●申し込み方法
�　◦�試験案内および受験申込書は、度会広域連合

事務局、度会町役場福祉保健課、南伊勢町役
場医療保険課、大紀町役場健康福祉課の窓口
で配布します。

�　◦�受験申込書に記入、必要書類を添付し、度会
広域連合事務局窓口に持参または郵送してく
ださい。

※�詳しくは、度会広域連合ホームページをご覧い
ただくかお問い合わせください。
●申込・問合先
　〒516-2103　度会町棚橋1202番地
　度会広域連合事務局　☎62-2300

●採用職種・予定数　行政職若干名
●受験資格　次の①～⑤を全て満たす人

①高等学校を卒業した人、または同等の資格を有する人
②�介護支援専門員、保健師、看護師、精神保健福祉士、

社会福祉士、介護福祉士のいずれかの資格を有する人
③昭和58年4月2日以降に生まれた人
④�日本国籍を有し、地方公務員法第16条（欠格事項）に

該当しない人
⑤普通自動車運転免許（AT限定可）を有する人
●給与　度会広域連合職員給与条例により支給
●採用予定日　平成31年4月1日
●試験日
　第1次試験：平成31年2月10日（日）
　第2次試験：平成31年3月3日（日）（予定）
　�第2次試験の詳細な日程については、第1次試験合格者

に通知します。
●第1次試験内容　教養試験、適性検査

○�

度
会
町
の
人
材
不
足
対
策

に
つ
い
て

○�

町
長
が
掲
げ
る
重
点
政
策

に
つ
い
て

若宮 淳也議員

○��

成
年
後
見
制
度
の
利
用
・

促
進
に
つ
い
て

福井 秀治議員

岡村 広彦議員

　平成３０年第４回度会町議会定例会が
１２月４日から１４日の１１日間で開催され、
補正予算案などについて審議し、次の議案
が原案どおり可決・同意されました。

平成30年 第4回
度会町議会定例会を開催
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子育てボランティアとは…
　町子育て支援センターなどで
開催される行事での託児や、育児
サークルでのサポートをします。

対 象 者  全講座に出席可能な人
参 加 費  無料
申 込 期 間  １月４日（金）～11日（金）

	 ※�託児希望の人は申し込み時にお伝えください。

申込・問合先  町子育て支援センター　☎63-0070

※�講座終了後、希望する人は『わたらい子育てボランティアの会』に登録していただ
けます。

　�会員の皆さんには、町子育て支援センター・町保健センターで開催される行事の
際の託児のお手伝いや育児サークルでのお手伝いで活躍していただいています。

子育てボランティア養成講座 日程表
開講日 場　所 テーマ 講　師

第1回 1月28日（月）
午前１０時～１１時３０分 町子育て支援センター【開講式・オリエンテーション】

・子育てボランティアって？
町社会福祉協議会

三上 芙美 氏

第2回 2月2日（土）
午前１０時～正午 役場２階大会議室 ・乳幼児の心と遊び（保育の心） 育児支援アドバイザー

堀川 美子 氏

第3回 2月9日（土）
午前9時30分～午後0時30分 役場２階大会議室 ・�子どものけが・事故と安全

　（幼児安全講習・救命講習）
日本赤十字社三重県支部

富内 直美 氏

第4回 2月20日（水）
午前10時～11時30分 町子育て支援センター ・子どもの発達と食事

【修了式】 役場保健師・管理栄養士

『子育てボランティア養成講座』
 参加者を募集！

　町では、地震発生時におけるブロック塀等の倒壊や転倒による事故を未然に防止し、災害に強い
まちづくりをすすめるため、『ブロック塀等撤去事業補助金』を交付します。

ブロック塀等とは
　コンクリートブロック造、コンクリートパネル造、石造、レンガ造、その他組積造による塀
※門柱、その他これらに類するものを含みます。

補助対象
　町内に存在する道路などに面する高さ（道路などからブロック塀等までの間に高さの差があ
る場合は、組積造の高さ）が0.6メートル以上のブロック塀等の撤去費用を助成します。なお、
補助を受け撤去を行う場合、同じ敷地内で道路などに面しているものは、全て撤去する必要が
あります。
【注意】次の①～③は補助対象外となります。
　①ブロック塀等の撤去後、再度ブロック塀等を設置する場合
　　 ※�敷地の地盤面から0.6メートル未満の高さのブロック塀、生垣、フェンスなど安全なものを除く
　②隣との境界またはその付近に位置するブロック塀等を撤去する場合
　③道路改良など公共事業の補償の対象となるブロック塀等を撤去する場合

補助金の額
　「ブロック塀等の撤去に要する経費（撤去したブロック塀等の処分に要する経費を含む）」と、「撤
去するブロック塀等の延長に１メートル当たり10,000円を乗じて得た額」を比較して、いずれか
少ない額の２分の１に相当する額（1,000円未満切捨て）とし、100,000円が限度額となります。

申請方法
　事業実施前に申請が必要となりますので、役場防災環境課へ申請書と添付書類を提出してくだ
さい。申請は随時受け付けています。
　また、特例として、平成30年6月18日から12月21日までの間に撤去されたブロック塀等につ
いても、補助要件に該当すれば交付対象となります。なお、特例申請の場合は、平成31年3月29
日までに申し込みをお願いします。
※詳細な内容についてはお問い合わせください。

災害に強いまちづくり

度会町ブロック塀等撤去事業補助金

【申込・問合先】 役場防災環境課  ☎62-2424

【開講日程】 2月24日（日） ※荒天中止
	 午前９時～正午ごろ
【開講場所】 町ふるさと歴史館 多目的室
【対　象】 町の歴史に興味のある人
　　　　 町外の人も大歓迎！
【参加費】 無料　　
【定　員】 20人（先着順）
【申込方法】
　2月7日（木）までに、申込書を町教育委員会事
務局窓口に提出するか、電話でお申し込みくださ
い。申込用紙は教育委員会事務局、中央公民館、
町ホームページで取得できます。
※�参加中の事故などについては、町の加入する保険の適

用範囲内で対応します。

きっと初めて知ることがある“お宝話”
ふるさと歴史力アップ  講座

【申込・問合先】 町教育委員会事務局　☎62-2422

【内　容】
❶講座『度会の水運と木村家住宅』
　 講師　�山田奉行所記念館運営委員長
 	  辻村 修一氏
　 　講座終了後バスで移動

❷国登録有形文化財『木村家住宅』現地見学

　 　見学終了後バスで移動

❸ふるさと歴史館（自由見学・解散）

　『度会の水運と木村家住宅（国登録有形文化財）』をテーマに講座
を開講します。今回は町内を流れる宮川・一之瀬川にまつわる講座と、
国登録有形文化財『木村家住宅』見学の２本立てです。

　10メートルのブロック塀撤去に150,000円かかった場合の補助金

　150,000円 ＞ 10,000円/ｍ × 10ｍ　100,000円 × 1/2 ＝ 50,000円例1

　10メートルのブロック塀撤去に80,000円かかった場合の補助金
例2 　  80,000円 ＜ 10,000円/ｍ × 10ｍ 　 80,000円 × 1/2 ＝ 40,000円

　30メートルのブロック塀撤去に350,000円かかった場合の補助金

　350,000円 ＞ 10,000円/ｍ × 30ｍ　300,000円 × 1/2 ＝ 150,000円
　補助金額は限度額である100,000円

例3
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貸出日時 �毎週土曜日午前11時～午後５時
開館時間 午前8時30分～午後5時
休  館  日 日曜・祝日
問  合  先 町地域交流センター
　　　　  ☎63-0070

「パパはわるものチャンピオン」

　パパの仕事
は 悪 者 プ ロレ
スラー。「今日
は見にきてほし

い」というので一緒に行くと、タイトルマッ
チの会場です。悪の限りを尽くして勝利す
るパパ。ぼくはうれしい、でも…

板橋 雅弘／作
吉田 尚令／絵

岩崎書店

BOOK 図書室だより
おすすめの絵本をご紹介！

村
々
に
バ
ス
停
一
つ
帰
り
花

	
棚
橋	

松
本　
貞
子

蜘
蛛
の
囲
の
小
さ
く
張
ら
れ
冬
深
む

	

明
和
町	
伊
東　
章
子

出
棺
の
警
笛
長
し
時
雨
雲

	

大
久
保	

浦
田　
フ
ユ

縁
側
で
爪
切
る
人
や
日
向
ぼ
こ

	

棚
橋	

大
西　
靖
子

名
を
浮
か
べ
顔
を
浮
か
べて
賀
状
書
く

	

当
津	

尾
嵜　
　
勝

も
と
も
と
は
大
和
撫
子
雪
女
郎

	

大
野
木	

串
田　
冬
扇

落
葉
掃
き
日
課
と
な
り
し
昨
日
今
日

	

麻
加
江	

辻
本
久
美
子

川
霧
や
鷺
ゆっ
た
り
と
飛
び
立
て
り

	

葛
原	

中
井　
和
子

平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
日

茶
の
実
句
会
抄

広
報
文
芸
西
野
た
け
し
指
導

ごみ処理施設整備基本構想（案）への意見を募集

【通行止め日時】
 1月27日（日） 
 午前8時30分～10時30分
 ※予備日 2月３日（日）

【通行止め箇所】
　町道大野木棚橋線全線
（�度会中学校グラウンド前～
　サニーロード三叉路信号までの間）

【問合先】
 町教育委員会事務局　☎62-2422

宮リバー度会パークジョギング大会
車両通行止めにご協力ください１月27日（日）

　
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
乳
幼
児

向
け
英
語
体
験
を
行
い
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　
１
月
25
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】

　

�

２
歳
程
度
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者

【
定
員
】

　
親
子
10
組

【
参
加
費
】

　
無
料

【
申
込
期
間
】

　
１
月
７
日（
月
）～
18
日（
金
）

【
申
込・問
合
先
】

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３

−

０
０
７
０

【
開
催
日
時
】

　

２
月
18
日（
月
）

　
午
後
１
時
～
４
時

【
開
催
場
所
】

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

【
相
談
員
】

　

�

石
川
加
苗
先
生（
臨
床
心
理
士
）

【
申
込
期
限
】

　

２
月
４
日（
月
）

※
要
予
約

【
対
象
者
】

　

�

乳
幼
児
お
よ
び
小
・
中
学
生
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

【
相
談
内
容
】

　

�

育
児
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
、
言

葉
、
不
登
校
、
落
ち
着
き
が
な

い　
な
ど

※�

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

【
申
込・問
合
先
】

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

１
１
１
２

　
度
会
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
で
は
、
次
の
と
お
り
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

　
１
月
24
日（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ

【
開
催
場
所
】

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

【
申
込
期
限
】

　
１
月
18
日（
金
）

【
参
加
費
】

　
３
０
０
円

【
申
込・問
合
先
】

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
６
２

−

１
１
１
２

『
こ
ど
も
相
談
』を
開
催

子
育
て
支
援
教
室『
英
語
で

あ
そ
び
ま
し
ょ
う
』を
開
催

『
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
料
理

  

教
室
』を
開
催

お話保健師からのあなたの
健康を

サポート！

避難行動要支援者台帳への登録について

登録の手続きおよび登録内容の変更手続き

登録対象者

①65歳以上の一人暮らしの人
②70歳以上の高齢者のみで構成される世帯の人
③70歳以上の日中一人で過ごす人
④障害のある人
⑤要介護状態の人
⑥その他何らかの理由があり援護を希望する人

※�なお、台帳へ登録するためには、支援に必要な個人
情報を地域の避難支援者や民生児童委員、自主防災
会、防災関係機関、福祉関係機関などに提供する
ことについて、同意していただく必要があります。

　次の①～⑥のいずれかに該当する人のうち、災
害時に自ら避難することが困難で、地域での支援
を希望する人

　台帳への登録を希望する人、または登録内容の変更
を希望する人は、町地域包括支援センターまでご連絡
ください。後日、手続きに関する書類を送付します。

健康長寿で、いきいき生活を！

地域の支援者

協力

社会福祉協議会

●日常生活における見守り
●災害時の支援

台帳登録者

度会町

台帳作成

自主防災会・消防団など 民生・児童委員

　町では、普段の見守りや地震、台風などの災害が発生した時に支援が必要な人を対象に、安否確認や避難誘導など
の支援をする仕組みを、地域の皆さんと共に作り上げていくため、『避難行動要支援者台帳』を作成しています。

【受付期間】 平成31年1月31日（木）まで
【問合先】 町地域包括支援センター
　　　 　☎ 62-1118

　伊勢広域環境組合では、ごみ処理施設の整備方針などをまとめた
『ごみ処理施設整備基本構想』の策定を進めています。構想案を作成
しましたので、意見を募集します。
【縦覧場所】
　組合事務所、伊勢市役所本館・
１階市民ホール、総務課、各総合
支所生活福祉課、各支所、伊勢図
書館、小俣図書館、いせトピア、
二見生涯学習センター、いせ市
民活動センター、明和町役場、
玉城町役場、度会町役場
※�組合ホームページでもご覧いただけ

ます。
【募集期間】

２月１日（金）～28日（木）必着
【提出資格】
　伊勢市、明和町、玉城町、度会
町に在住または通勤・通学して
いる人など

【提出方法】
　 任 意 の 様 式に、住 所 、氏 名 、
電話番号、意見を記入し、直接
または郵送、ファクス、Ｅメール
で提出してください。
構想（案）の住民説明会
【日時】 ２月12日（火）午後７時～
【場所】 伊勢市ハートプラザみその
【提出・問合先】

伊勢広域環境組合業務課整備推
進係
〒515‐0505
伊勢市西豊浜町653番地
☎37‐1218　 FAX  37‐1740

 ikkj@iserisaikuru.jp
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明和店  ☎55-2829本　店  ☎62-2929本　店  ☎62-2929 明和店  ☎55-2829

2,000円～コース料理

営業時間 11：00～14：00（LO 13：45）／16：30～22：00（LO 21：00）11：00～14：00（LO 13：45）／16：30～22：00（LO 21：00）定休 水曜日水曜日

お電話くださいお電話ください

豚ロースと若鶏の
ハーフランチ始めました！

600円
税込・特別価格

豚ロース、若鶏、ごはん、サラダ、
味噌汁orスープ、ネギナムル

平日は
コーヒーサービス！

30％ＯＦＦ30％ＯＦＦ
お持ち帰りお持ち帰り新年会

承ります!
新年会
承ります!

期間は 
がんばれる
まで　　！！

【広告】 【広告】

『広報わたらい』12月号の

お詫びと訂正
　『広報わたらい』12月号5ページに掲載のバレー
ボール大会の記事中、町バレーボール連盟小野榮士
さんの電話番号「62-0017」は誤りで、正しくは

「62-0217」でした。お詫びして訂正します。

【問合先】 役場まちづくり推進課  ☎62-2423

　
子
育
て
の
間
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
、
お
気
に
入
り
の
子
ど
も
の
写

真
を
使
っ
た
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

作
成
を
行
い
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

２
月
１
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
対
象
】

　

�

子
育
て
中
の
人（
定
員
10
人
・

託
児
あ
り
）

【
持
ち
物
】

　
写
真

【
申
込
期
間
】

　
１
月
21
日（
月
）～
25
日（
金
）

【
参
加
費
】

　

２
０
０
円

【
申
込・問
合
先
】

　
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
３

−

０
０
７
０

　
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
ぶ
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
１
月
20
日（
日
）

　
午
後
０
時
50
分
～
３
時
５
分

【
場
所
】

　

�

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
多
目
的

ホ
ー
ル

【
内
容
】

講
演

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
と
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
社
会
」

講
師　

社
会
福
祉
法
人 

佛
子
園

理
事
長 

雄
谷
良
成
氏

懇
談
会

　
「
ま
る
っ
と 

伊
勢
を
支
え
る
ま

ち
づ
く
り
」

登
壇　

い
せ
山
川
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
川
伸
隆
氏
、
社
会
福
祉
法
人 

佛
子
園
理
事
長 
雄
谷
良
成
氏
、

永
井
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク 

永
井

正
高
氏
、
伊
勢
市
長 
鈴
木
健
一

氏※
手
話
・
通
訳
あ
り

【
定
員
】

　

�

定
員
２
０
０
人（
事
前
申
し
込

み
不
要
）

【
入
場
料
】

　
無
料

【
問
合
先
】

　
伊
勢
地
区
医
師
会

　
☎
２
８

−

２
４
７
６

　
消
費
者
に
グ
リ
ー
ン
購
入
を
普

及
・
啓
発
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期

間
中
に
対
象
商
品
を
購
入
し
て
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
素
敵
な
賞
品

が
当
た
り
ま
す
。

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
】

　

�

１
月
11
日（
金
）～

　
２
月
10
日（
日
）

【
応
募
方
法
】

　
東
海
三
県
一
市
グ
リ
ー
ン
購
入

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
協
力
店
舗
内
に
あ
る
応
募

は
が
き
で
応
募
で
き
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】

　

�

東
海
三
県
一
市
グ
リ
ー
ン
購

入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

（
三
重
県
環
境
生
活
部
地
球
温

暖
化
対
策
課
内
）

　
☎
０
５
９

−

２
２
４

−

２
３
６
６

　
伊
勢
市
消
防
本
部
で
は
、
消
防

職
員
の
意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

　
１
月
13
日（
日
）

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】

　
伊
勢
市
防
災
セ
ン
タ
ー
４
階

　
防
災
多
目
的
ホ
ー
ル

【
問
合
先
】

　

�

伊
勢
市
消
防
本
部
消
防
課
消
防

係
　
☎
２
５

−

１
２
１
６

　
水
道
検
針
員
が
正
確
に
、
か
つ

ス
ム
ー
ズ
に
検
針
で
き
る
よ
う
、

次
の
と
お
り
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦�

量
水
器
の
蓋
の
上
に
、
鉄
板
な

ど
物
を
載
せ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

◦�

量
水
器
の
上
に
駐
車
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
駐
車
場
所
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
量
水
器
の
移

動
（
工
事
費
個
人
負
担
、
申
請

必
要
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

量
水
器
の
蓋
に
、
土
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

土
が
水
分
を
含
む
と
蓋
が
開
か

な
く
な
り
ま
す
。

◦�

量
水
器
の
周
り
は
清
潔
に
保
っ

て
く
だ
さ
い（
犬
、猫
の
糞
な

ど
）。

◦�

量
水
器
の
周
り
の
草
は
定
期
的

に
刈
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦�
月
に
１
度
は
、
漏
水
し
て
い
な

い
か
、
ま
た
は
量
水
器
が
土
に

埋
ま
っ
て
い
な
い
か
な
ど
、
ご

家
庭
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
通
報・問
合
先
】

　
役
場
水
道
課

　
☎
６
２

−

２
４
１
５

　

三
重
県
下
税
務
連
絡
協
議
会

（
伊
勢
税
務
連
絡
協
議
会
主
管
）

主
催
の
新
春
税
務
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

２
月
７
日（
木
）

　
午
後
３
時
～
５
時

【
開
催
場
所
】

　
神
宮
会
館
大
講
堂（
伊
勢
市
）

【
講
師
】

　

�

名
古
屋
国
税
局
長 

金
井
哲
男
氏

【
問
合
先
】

　

�

伊
勢
税
務
連
絡
協
議
会（
伊
勢

商
工
会
議
所
内
）

　
☎
２
５

−

５
１
５
１

国
民
年
金
基
金
と
は
…

　
国
民
年
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な

個
人
年
金
で
す
。

　
対
象
者
は
、
自
営
業
の
人
や
フ

リ
ー
で
働
い
て
い
る
人
で
、
20
歳

以
上
65
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
保

険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人
で
す
。

　
自
分
の
予
算
に
合
わ
せ
て
設
計

す
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
受
け
取

る
年
金
を
確
実
に
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①�

掛
金
は
全
額
所
得
控
除
と
な

り
、節
税
が
で
き
て
お
得
で
す
。

②�

掛
金
は
、
自
分
で
自
由
に
選
択

で
き
ま
す
。

③�

終
身
年
金
が
基
本
で
、
掛
金
額

は
選
択
し
た
給
付
の
型
と
加
入

口
数
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

④�

加
入
し
た
本
人
が
死
亡
し
た
場

合
、
保
証
期
間
内
で
あ
れ
ば
遺

族
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
問
合
先
】

　

�

三
重
県
国
民
年
金
基
金
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０

−

２
９

−

１
２
８
４

学
校
説
明
会

【
開
催
日
時
】

　

２
月
３
日（
日
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
開
催
場
所
】

　
松
阪
高
等
学
校

【
申
し
込
み
方
法
】

　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
電

話
で
予
約
し
、
必
ず
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

入
学
試
験

【
試
験
日
】

　
３
月
11
日（
月
）

【
試
験
会
場
】

　
松
阪
高
等
学
校

【
試
験
内
容
】

　

面
接
お
よ
び
作
文（
学
力
検
査

は
あ
り
ま
せ
ん
）

【
願
書
受
付
】

　

２
月
22
日（
金
）～
26
日（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
26
日
は
正
午
ま
で

【
問
合
先
】

　

�

松
阪
高
等
学
校
通
信
制
課
程
入

試
窓
口

　
☎
０
５
９
８

−

３
０

−

５
３
０
０

　
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
麻
雀
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
人
も
解
説
付

き
な
の
で
大
丈
夫
。
一
緒
に
楽
し

く
脳
ト
レ
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

　

２
月
５
日（
火
）

　
午
前
10
時
～
正
午

【
場
所
】

　
グ
リ
ー
ン
カ
フ
ェ

　
平
生
１
２
７
２

−

２

※
平
生
バ
ス
停
す
ぐ
前

【
申
込・問
合
先
】

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
２

−

１
１
１
８

新
春
税
務
講
演
会
を
開
催

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
啓
発

講
演
会『
人
と
人
、人
と
地
域
が

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
』を
開
催

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座『
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
』を
開
催

『
東
海
三
県一市
グ
リ
ー
ン
購
入

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』を
実
施
し
ま
す

『
伊
勢
市
消
防
職
員
意
見
発
表

  
会
』を
開
催

水
道
検
針
業
務
に
ご
協
力
く

だ
さ
い

『
平
成
31
年
度
松
阪
高
等
学
校

通
信
制
課
程
』生
徒
を
募
集

税
金
が
お
得
で 

今
に
ゆ
と
り

年
金
が
増
え
て 

老
後
に
ゆ
と
り

国
民
年
金
基
金

『
健
康
麻
雀
』参
加
者
募
集

【訓練場所】ポリテクセンター伊勢
【募集対象者】� 求職中の人
【申込・問合先】 
（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構三重支部 三重職業
能力開発促進センター伊勢訓練センター（ポリテクセン
ター伊勢）　☎37-3121

●公共職業訓練日程
訓練科 定員 訓練期間 応募締切日 入所選考日

機械加工技術科
（概ね45歳未満）12人

1月23日（水）

～

7月10日（水）
1月10日
（木）

1月11日
（金）

電気設備技術科 15人 2月19日（火）

～

8月  9日（金）
1月17日
（木）

1月18日
（金）住宅リフォーム

技術科 15人

『公共職業訓練』受講者を募集
　ポリテクセンター伊勢では、公共職業訓練を実施します。

※受講料は無料です。
※�応募締切日以降も追加募集を行う場合がありますので、お問い

合わせください。
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シリーズ 今日の一皿シリーズ 今日の一皿暮らしガイド
Life Guide

■度会町役場
　開庁時間 午前8時30分～午後5時15分  
　※昼の休憩時間は2班交代制での執務
　※各課直通電話をご利用ください。

　●総務課……………（代）62-1111
　・行政係 ・財政係
　●防災環境課………………62-2424
　・防災係 ・環境係
　●まちづくり推進課………62-2423
　●税務課……………………62-2414
　・住民税係 ・資産税係
　●住民生活課
　・戸籍住民係……………62-2411
　・生活係…………………62-2413
　・年金保険係……………62-2412
　●福祉保健課
　・地域包括支援係………62-1118
　・保健係…………………62-1112
　●水道課……………………62-2415
　●建設課……………………62-2420
　●産業振興課………………62-2416
　・振興係 ・農林係
　●出納室……………………62-2410
　●議会事務局………………62-1113
　●教育委員会事務局………62-2422
　・学校教育係 ・社会教育係
　●夜間・休日宿日直室……62-1114
　●防災行政無線確認ダイヤル
　　　　　　　63-0001　63-0002
■保育所
　●棚橋保育所………………62-0074
　●長原保育所………………64-0022
　●中之郷保育所……………62-0070
■地域交流センター………63-0070
■社会福祉協議会…………62-1117
■わたらい緑清苑…………62-2200
■美化センター……………62-0249
■中央公民館………………62-1588
■度会小学校………………62-0004
■度会中学校………………62-0194
■バザールわたらい………63-0333

人口と世帯数
平成30年11月30日現在
(　) 内は前月比

男………4,036 人 　( －10)
女……… 4,237 人 　( ＋  4)
計……… 8,273 人 　(－  6)
世帯数… 3,020 世帯 ( ＋  5)

町
の
う
ご
き

���出生………… 3 人
��死亡…………14 人
転入…………15 人
�転出…………10 人

保健情報保健情報
問
合
先
役場福祉保健課 
☎62-1112
役場福祉保健課
☎62-1112

子育て
支援情報
子育て
支援情報

町地域交流センター    ☎63-0070
または役場福祉保健課 ☎62-1112

問
合
先
町地域交流センター    ☎63-0070
または役場住民生活課 ☎62-2413

行政文字放送
わたらいチャンネル

子育て支援センターではメールでの相談も受け付けています
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

バザールわたらい産直市
　　

１月の町税

お気軽にご相談ください。

地区巡回広場わたぼうし

１歳 6カ月 児 健 診

乳児 健 診
育児相 談

（保健相談および栄養相談）

2月６日（水）
受付　�午後0時30分～0時45分
場所　�町保健センター
対象　��平成29年６月・７月生まれ

のお子さん

２月５日（火）
　受付　�午前９時30分～
　　　　 10時30分
場所　�町保健センター
対象　��0歳から6歳までの
	 お子さん

遊・友・YOU くらぶ

2月13日（水）ひよこグループ
2月14日（木）うさぎグループ
時間　午前10時30分～11時30分
場所　�町子育て支援センター
※初回のみ要申し込み

わたっこ広場 開 放

月曜日～金曜日

時間 午前9時30分～
　　 �午後3時30分
場所 �町子育て支援センター
※�多目的ホールが事業で使用で

きないときは、創作活動室を
使用します。

2月 7日（木）
一之瀬公民館

2月21日（木）
麻加江生活改善センター

時間 �午前10時～�11時30分
内容 ��町子育て支援センター職員
　　 による手遊び、自由遊びなど
対象 �保育所未入所児
※�事前申し込み不要

２月６日（水）
　受付　�午後1時～1時20分
場所　�町保健センター
対象　�２カ月児健診
　  　�平成30年11月生まれの

お子さん
　　  ７カ月児健診
　  　�平成30年６月生まれの

お子さん

おめでた
11 月中に届出のあった方（敬称略）
	  子の名前	 保護者名	 字　名

村端 利
り お ん

音	   翔	 大野木
角谷 柊

しゅう

	   領	 棚　橋

　今回はおせち料理から豚肉の八幡
巻きを紹介します。野菜も取れて日
持ちし、仕上がりも美しい一皿です。

度会町食生活改善推進協議会

　豚肉の八幡巻き

作り方

①Ｂを混ぜてたれを作っておく。
②�ゴボウの皮はそぎ落とし、豚肉の幅に合わせてスティック状

に切り、水にさらす。
③ニンジンも豚肉の幅に合わせてスティック状に切る。
④�ゴボウとニンジンを鍋に入れ、Ａで煮る。沸騰したら火を弱

め２分ほど煮て冷ます。
⑤�④のゴボウとニンジンを、切り口が市松模様になるよう重

ね、広げた肉の端にのせて巻く。
⑥�フライパンを熱し、肉の巻き終わりを下にして、軽く焦げ色

が付くぐらいに転がしながら焼く。
⑦Ｂのたれを入れ、たれの汁気が無くなったら完成。

※�口座振替日は、１月28日
（月）です。預貯金残高の
確認をお願いします。

町県民税	 第４期
国民健康保険税	 第９期

クックパッドでも紹介しています！

今日の一皿をはじめとするレシピを公開していきます！ぜひご覧ください！

【問合先】役場まちづくり推進課
 　　　　☎６２‐２４２３

花ごよみの情報をご提供ください
　わたらいチャンネル内で、町内に
咲く季節の花などの写真を紹介して
います。町民の皆さんに見ていただ
きたい花の情報がございましたら、
ご連絡ください。

１月の『ほっとぴ』では、『子ど
もたちに伊勢茶を飲んでもら
おう会』の様子などをお届け
します。どうぞお楽しみに！

おくやみ
11 月中に届出のあった方（敬称略）
	 名　前	 年 齢	 字　名
山根 勝巳	 87	 田　口
中西 昇三	 93	 立　花
浦田 吉介	 91	 大久保
横井 冨子	 89	 平　生
中井 孝一	 90	 棚　橋
長尾 誠一	 85	 葛　原
西村 教幸	 63	 上久具
中田 幸征	 75	 上久具
河村 千鶴子	 82	 茶屋広
神森 きく子	 95	 脇　出
中西 多美子	 85	 棚　橋

地元産の新鮮な野菜やお茶、
手作りお菓子、漬け物などを
販売しています。
皆さんのご来店をお待ちして
います。
【開催日時】　
 毎週日曜日 午前 9 時～正午
【開催場所】
 宮リバー度会パーク
 バザールわたらい
【問合先】
 役場産業振興課  ☎ 62-2416

材料（8人分）
豚ロース肉（薄切り）･･･8枚
ゴボウ･････････････ 1と3分の1本
ニンジン･･･････････中1本
水･････････････････200cc
味の素･････････････ 小さじ2分の1
砂糖･･･････････････小さじ2
しょうゆ･･･････････小さじ1

酒････････ 大さじ1と2分の1
砂糖･･････ 大さじ4分の3
しょうゆ･･ 大さじ1と2分の1
みりん････ 大さじ4分の3

A

B
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http://www.town.watarai.lg.jp

第207人目a Person of Shining Watarai

　今回紹介するのは西尾拓真さん。
　町内の建築会社『有限会社世古林業』で勤務しており、
現場監督として設計・管理・確認などさまざまな仕事を
行っています。

PROFILE

西
に し お

尾 拓
た く ま

真さん（伊勢市）２５歳

　長原区の北側に面する、桜の名所になっている小高い
浅間山が長原城跡です。
　長原城は、同区慈光山長命寺に伝存されている史料
（『過去帳』など）によると、今から500年ほど前、室町時代
後半の戦乱期に、この地を治めていた豪士、大崎玄

げん

蕃
ばの

頭
かみ

（守）の居城であったと伝えています。
　この山城には、砦としての特徴を示す守りのための工
夫を凝らした施設が見られます。北側斜面の急峻な地形

を巧みに利用し、周りに「畝
うね

状
じょう

竪
たて

堀
ぼり

」（東側に3本、南西
側に1本現存）を配置するなど、当時の人々の生き抜く
ためのさまざまな工夫・努力がしのばれます。
　また、同区には殿蔵屋敷・本陣・殿屋敷・籠建場・旦城
など、往時をしのぶ地名が各所に残されています。
　長命寺に所蔵されている大崎玄蕃頭の位牌「従前槙起
大居士」の裏面に刻まれた、

「わが領地 見わたす四方の山々は 高き低きも長原の里」
という歌は、弘治元年（1555）に詠んだとされており、
歌碑が区民の手で長原城跡に建てられています。

　建築の資格を取るため、少しずつ
ですが勉強中です。将来の夢は、自分
で設計した家に住むこと！

今頑張っていること

　新年明けましておめでと
うございます。今年も広報
わたらいをよろしくお願い

します。
　今回の特集は、子どもとそれを取
り巻く大人たちを題材としました。
たくさんのこぼれる笑顔が紹介でき
た、新年らしい特集になったかなと
思います。
　ところで、タイトルの「＃」って
何？と思われた人もいらっしゃるか
と思います。これは、写真共有サー
ビス Instagramの「ハッシュタグ」

（分類分けのためのラベル）をイメー
ジしたもので、取材で見せてくれた
子どもと大人の交流を町民の皆さん
と共有したいという意図で使用しま
した。
　町では、Instagramを活用し、写
真を公開しています。ページ数の制
限で広報には掲載できなかった、さ

まざまな町のシーンを紹介
していますので、ぜひご覧く
ださい。

編集担当　福井 禎彦

編 集 
後 記

　車と旅行が好きで、
ドライブや友達との小
旅行に良く行きます。
これからの季節はスノー
ボードも楽しみです。

休日の過ごし方

第30回 長原城跡（長原）

シリーズ

まちを
　 行く 　町の自然や歴史、文化、慣習など、私たちの

身の回りにある地域の宝を紹介していきます。

度会町の地域資源 
【協力】度会町地域資源を守る会

長原城跡歌碑

長命寺位牌裏面

　木造建築に携わる仕事がした
いと思い、工業高校卒業後に入
社し今年で８年目です。自分が
監督した建物が、誰かに利用さ
れ、笑顔にしている姿を見ると
とてもやりがいを感じます。

仕事について

　自然があふれていて、すごくのどかで
す。人と人の付き合いが濃くて温かい、
魅力的な町です。

度会町について思うこと


